
ECプラットフォーム構築・運営 詳細⽐較検討表（30社運⽤モデル案）

項⽬
BASE
ツール⾃体は無料

メルカリショップス
ツール⾃体は無料

Shopify (マルチベンダー) EC-CUBE 独⾃開発 (フルスクラッチ)

マルチベンダー運営不可
すぐ始められる低コスト
まず1つの組合ショップを作り、事務局が商品をまと
めて管理する実証実験型

モール型 マルチベンダー型 カスタマイズ型 独⾃開発型

初期構築費(概算) 約20万〜70万円 約10万〜60万円
約150万〜500万円
開発費は概算です

約250万〜700万円
開発費は概算です

700万〜1000万以上

詳細（エンジニア）

商品カテゴリー設計
商品登録ルールの作成
決済・配送設定
特定商取引法などの設定
出店企業30社の登録⽀援
簡易運⽤マニュアル作成

商品カテゴリー設計
商品登録ルールの作成
決済・配送設定
特定商取引法などの設定
出店企業30社の登録⽀援
簡易運⽤マニュアル作成

30社が参加
各社が商品を登録
注⽂を各社へ⾃動振り分け
出店者ごとの売上集計
出店者ごとの管理画⾯
注⽂・発送通知の⾃動化
組合側の管理画⾯

最⼩構成：100万〜180万円
30社対応の標準構成：200万〜350万円
独⾃機能を多く追加：350万〜500万円
ざっくりの話です

サーバー構築
EC-CUBEの初期設定
デザイン制作
商品・注⽂管理
30社対応
マルチベンダー機能
売上分配
出店者管理画⾯
セキュリティ対策
保守体制

「複数企業へ注⽂を振り分ける」「各社の売上を管理
する」は、通常のEC-CUBE標準機能だけでは完結し
ないのでこの開発費がかかる 数百万

30社の出店者管理
商品登録
注⽂⾃動振り分け
出店者ごとの売上管理
決済処理
売上分配
発送通知
管理画⾯
問い合わせ管理
セキュリティ対策

仕様に合わせてどんどん上がる。

ブランド・デザイン
◯◯万円
プリンティカのブランドデザイン費
サイトデザイン費

◯◯万円
プリンティカのブランドデザイン費
サイトデザイン費

◯◯万円
プリンティカのブランドデザイン費
サイトデザイン費

◯◯万円
プリンティカのブランドデザイン費
サイトデザイン費

◯◯万円
プリンティカのブランドデザイン費
サイトデザイン費

撮影費 ブランド統⼀するなら撮影費 ブランド統⼀するなら撮影費 ブランド統⼀するなら撮影費 ブランド統⼀するなら撮影費 ブランド統⼀するなら撮影費

集客・広告費
・SNS運⽤：事務局対応
・広告出稿：⽉5万円／10万円／30万円の3パターン
・イベント来場者への告知：別途

・SNS運⽤：事務局対応
・広告出稿：⽉5万円／10万円／30万円の3パターン
・イベント来場者への告知：別途

・SNS運⽤：事務局対応
・広告出稿：⽉5万円／10万円／30万円の3パターン
・イベント来場者への告知：別途

・SNS運⽤：事務局対応
・広告出稿：⽉5万円／10万円／30万円の3パターン
・イベント来場者への告知：別途

・SNS運⽤：事務局対応
・広告出稿：⽉5万円／10万円／30万円の3パターン
・イベント来場者への告知：別途

主要な決済手段 クレカ、キャリア、コンビニ、後払い、Amazon Pay、PayPal メルペイ、クレジットカード
クレカ、Apple/Google/Shop Pay、PayPal、Amazon Pay、コン
ビニ

導入する決済代行会社に依存（クレカ、コンビニ等） 決済代行会社と個別契約（自由度は高いが開発要）

販売⼿数料 6.6% + 40円 10% (利益圧迫リスク) 約3.3%〜 (＋アプリ費) 決済⼿数料のみ 決済⼿数料のみ

⽉額システム料 0円〜5,980円 0円 約5,000円〜 サーバー代(数千円) サーバー代(数千円)

保守管理費(⽉) 不要 不要 不要 (独⾃アプリは別) 約5万〜10万円 約10万〜20万円

注⽂⾃動振分 不可（事務局が仕分け） 不可（事務局が仕分け） アプリで⾃動化可能 カスタマイズで可能 完全⾃動化

売上分配計算 不可（⽉次⼿動集計） 不可（⽉次⼿動集計） アプリで⾃動計算 カスタマイズで可能 完全⾃動化

発送通知連動 ⼿動 ⼿動 各社ボタン⼀押しで完結 カスタマイズで可能 完全⾃動化

在庫管理 各社個別（連動不可） 各社個別（連動不可） 各社管理画⾯を配布 各社管理画⾯を配布 専⽤管理画⾯を配布

送料設定 ⼀括設定不可(難所) ⼀括設定不可(難所) 各社ごとに個別設定可 個別カスタマイズ ⾃由設計

問い合わせ対応 ⼀次受けは事務局 ⼀次受けは事務局 各社へダイレクト誘導 各社へダイレクト誘導 各社へダイレクト誘導

運営費(⼈件費)
約30万円
（事務局1名相当を想定）

約30万円
（事務局1名相当を想定）

約15万〜25万円
（事務局1名相当を想定）

約15万〜30万円（受注処理の⼈件費は下げられる）
しかし、システム管理、不具合対応、出店者サポー
ト、商品登録⽀援などなど事務費が増える

10万円（受注処理の⼈件費は下げられる）
受注処理の⾃動化により事務作業は削減可能。ただ
し、システム保守費・サポート費は別途必要

保守責任の所在 プラットフォーム側 プラットフォーム側 プラットフォーム側 組合の責任 組合の責任

持続性リスク 低（依存型） 低（依存型） 中（拡張型） ⾼（陳腐化） ⾼（陳腐化）

Shopify: 「マルチベンダーアプリ」を活⽤することで、30社が独
⽴して管理画⾯を持つ運⽤が可能です。初期費⽤は⾼くなる「誰
がどこまで触れるか」の権限管理が最も安全に⾏えます。

将来構想 【売る場合】
システム本体はShopify社の持ち物であるため、売れるのは「⾃分
たちで作り込んだ部分（知的財産）」
・独⾃のデザイン（テーマ）作り上げた「プリンティカ」の画⾯
設計
・設定のノウハウ（設計図）：「マルチベンダーアプリ」の複雑
な設定や、送料・決済の組みみ合わせ⽅
・運営マニュアル： 事務局の負担を減らすための⾃動化ワークフ
ローの運⽤⼿順

→Shopifyの上に構築した『成功モデルと設定セット』を導⼊⽀援
料として売る になるが誰が作り込むのか・・

ストアの譲渡（トランスファー）
ライセンス料は個別で必要

⼤印⼯の利益（％の場合） 仮に1000円の商品に対して⼤印⼯へ⼿数料5%とすると 売上1,000円に対して50円の利益
サイト売上 10万円で5000円の利益
仮に固定費を45万とする（運営費で30万・初期構築の500万を36ヶ⽉で割ると約14万／⽉）と⽉間の売上 900万でギリのライン
年間1億800万円売ってギリのライン（1,000円の商品を11万個弱）

⼤印⼯の利益（⽉額なら） ⽉額の出店費をいただくなら30社の場合 45万÷30社 出店費１.5万／⽉

撤退ラインは決めるか？ 満Gが懸念する「維持が重荷になるリスク（⾼野⼭の例）」を避けるため、
例として 初期構築費（仮に500万円）＋年間運営費30万×12ヶ⽉の３年（1080万）＝合計1580万円を3年間で回収できない場合はクローズする など

「問い合わせも各社」という条件ですが、サイトの窓⼝が「組合」である以上、⼀次受けは事務局に来る可能性が⾼い。

 （参考）⽂具⼥⼦博のEC ⽂具⼥⼦博の運営元（⽇販）は、リアルイベントを単なる物販の場ではなく「マーケティングの場」と位置づけています
ウェブでの収益化が前提: 主催者側からは出展者に対し、「ここでは儲けることを考えず、ファン作りに徹してほしい」
「実際の利益は、イベントでファンを作った後にウェブ（⾃社サイト等）で稼いでください」という趣旨の説明がなされているようです
※イベント参加者の発信・記事等を参考にした考察。公式⽅針として確認されたものではない。

 「プリンティカ／ペーパーサミット」との違い ⽂具⼥⼦博や紙博などの⼤⼿イベントでは、出展料に加えて売上の25%〜30%が⼿数料として徴収されます
Printicaの戦略 ペーパーサミット／プリンティカでは「出店料のみを徴収し、売上のピンハネはしない」というプラットフォームを⽬指しています

ユーザー（ファン）の⾏動 沼の住⼈のリピート需要: イベントで⼀度買った⼈たちは、それで終わりではなく、SNS等で新商品をチェックし続け、
⾊違いや新作が出ればウェブでも購⼊するという性質を持っています

「いつでも買える」場所 多くの企業がイベント後に「売り場（アウトプット先）」がないことに悩んでいます

補助⾦スキームの再考 受託からサービス業への転換
⾼本理事⻑は「システムを独⾃開発し、それを全印⼯連（全国）へ販売・提供することで⼤阪の持ち出しをゼロにする」はどうか

「情報の交通整理」への投資
 30社規模であれば、⾼価なシステムを組むよりも、
「注⽂が⼊ったら事務局が各社へメールで指⽰を出す（情報のバケツリレー）」⽅が、初期コストは圧倒的に安く済みます。

クオリティへの集中：
システムを安価なBASE等にして浮いた予算を、プロのクリエイター（写真撮影・コピー）に回してはどうか。
「作るだけでは売れない」ため、「売れる⾒せ⽅」に予算を寄せてはどうか。

30社の送料、在庫、配送設定を個別に⾏い、⼀つのポータル（プリンティカ）として体裁を整えるには、
業者によるシステム設計と設定代⾏が不可⽋

1つのアカウント（1つの店舗）で30社分の個別の送料・在庫・配送設定を⾃動で⾏うことは、BASEやメルカリショップスで
は不可能


